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【効能又は効果】  
猫：慢性腎臓病（慢性腎不全）における
尿蛋白の漏出抑制 

【用法及び用量】 
本剤を1日1回、体重1 kg当たりテルミサ
ルタンとして1.0 mgを、添付の計量シリ
ンジを用いて直接経口投与する。必要な
場合には少量（小さじ程度）の食餌に混
ぜて投与する。 

【使用上の注意】 
（基本的事項） 
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【成分及び分量】 

1.  守らなければならないこと 
（一般的注意) 
 ・ 本剤は、要指示医薬品であるので獣医師等

の処方箋・指示により使用すること。 
 ・ 本剤は、効能・効果において定められた目

的にのみ使用すること。 
 ・ 本剤は、定められた用法・用量を厳守する

こと。 
（使用者に対する注意） 
 ・ 本剤を取り扱った後は手を洗うこと。 
（取扱い及び廃棄のための注意） 
 ・ 小児の手の届かないところに保管すること。 
 ・ 投薬後は容器のキャップをしっかりと閉め

ること。 
 ・ 本剤への他の物質の混入を防ぐため、計量

シリンジはセミントラの投与にのみ使用す
ること。 

 ・ 投与用シリンジは、必要に応じて乾いた清
潔な紙または布でふき取ること。 

 ・ 使用期限を過ぎた場合は使用しないこと。 
 ・ 容器開封後の使用期限は6ヵ月である。 
 ・ 使用済みの容器は地方公共団体条例等に従

い処分すること。 
 ・ 本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染し

ないように注意し、地方公共団体条例等に
従い処分すること。 

 ・ 誤用を避け、品質を保持するため、他の容
器に入れかえないこと。 

 ・ 本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避
けること。 

2. 使用に際して気を付けること 
（使用者に対する注意） 
 ・ 誤って本剤を飲んだ場合は、直ちに医師の

診察を受けること。 
 ・ 本剤が眼に入らないように注意し、誤って

眼に入った場合は水で眼を洗浄すること。 
 ・ 本剤と同じ作用機序を有する薬剤（アンジ

オテンシンII受容体拮抗薬）は妊娠中に胎児
へ影響を与えることが分かっているため、
特に妊婦は本剤を誤って経口的に摂取しな
いように注意すること。 

 ・ 本剤の有効成分であるテルミサルタンやそ
の他のアンジオテンシンII受容体拮抗薬
（人用の医薬品の有効成分として知られて
いるロサルタン、バルサルタン、カンデサ
ルタン、オルメサルタン、イルべサルタン、
アジルサルタン等）に対する過敏症を有する
者は、本剤への接触を避けること。 

（猫に関する注意） 
 ・ 副作用が認められた場合には、速やかに獣

医師の診察を受けること。 

 ・ 慢性腎不全の尿毒症末期の症例に対して本
剤投与による効果は確認されていないため、 
本剤の投与は避けること。 

 ・ 急性腎不全の症例に対して本剤の投与は避
けること。 

②重要な基本的注意 
 ・ ラットを用いた毒性試験においては血漿中

のカリウム値の上昇が認められていること
から、高カリウム血症を呈する猫には、血
漿中のカリウム値の推移や臨床症状を十分
に確認しながら慎重に投与すること。 

 ・ 本剤の対象となる慢性腎臓病の診断は国際
獣医腎臓病研究グループ（IRIS）等の一般
的な診断基準を参考にし、尿蛋白及び臨床
症状を考慮して行うこと。承認申請時の臨
床試験では、主にIRISのステージⅡ及びⅢ 
に該当し、かつ尿蛋白/尿中クレアチニン比
（UPC値）が0.2以上である症例を対象とし
て有効性及び安全性を確認した。 

③相互作用 
 ・ 非ステロイド性消炎鎮痛剤（NSAIDs）と

の併用は本剤の降圧作用を減弱させること
がある。 

 ・ 他の血圧降下剤（利尿剤、ベータ遮断剤等） 
と併用すると本剤の効果が高まる可能性が
ある。 

④副作用 
 ・ 本剤の投与により、まれに嘔吐、軟便、下

痢がみられることがある。 
 ・ 肝酵素の上昇がまれに認められるが、休薬

により数日中に回復する。 
 ・ 本剤には血圧降下作用があるため、虚脱あ

るいはふらつきが現れることが考えられる。 
低血圧の臨床所見が認められた場合には、
輸液療法などの対症療法を行うこと。 

 ・ 本剤の薬理活性に起因する影響として、推
奨用量においても赤血球数の減少が認めら
れるため、本剤による治療中は赤血球数を
モニタリングすることが推奨される。 

⑤過量投与 
 ・ 過量投与（臨床推奨用量の3～5倍量を6ヵ

月間投与）により血中尿素窒素（BUN）の
上昇が認められた。 

 ・ 過量投与（臨床推奨用量の3～5倍量を6ヵ
月間投与）により著明な血圧低下が認めら
れた。  

（専門的事項） 
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【薬理学的情報等】 
（薬物動態） 
猫にテルミサルタン1 mg/kgを単回経口投与し
た薬物動態試験における吸収率は33%であった。 
猫にテルミサルタン1 mg/kgを6日間経口投与し
た薬物動態試験において、血中総曝露量に有意
な食餌の影響は認められなかった。テルミサル
タンは猫の肝臓においてグルクロン酸抱合体に
変換され、糞中に排泄される。 
（薬効薬理） 
作用機序 
テルミサルタンはアンジオテンシンⅡタイプ1受
容体（AT1受容体）に選択的かつ持続的に結合し、
AT1受容体拮抗作用を示す。腎疾患の進行に関与
するアンジオテンシンⅡの臨床作用はAT1受容体
刺激と関連しているため、AT1受容体刺激を介し
たアンジオテンシンⅡの作用をブロックするこ
とで、蛋白尿を含む腎障害の進行因子の作用が
抑制される。また、テルミサルタンはAT1受容体
への結合に選択的に拮抗するため、アンジオテ
ンシンⅡタイプ2受容体（AT2受容体）を介した降
圧作用に影響を与えない。 

 
持続的な降圧作用 
慢性腎臓病では糸球体内高血圧による蛋白尿が
腎障害の進行を加速し、その生命予後を短縮す
るが、テルミサルタンは持続的な降圧作用によ
り慢性腎臓病を有するネコにおける蛋白尿を抑
制する。 

①対象動物の使用制限 
 ・ 本剤は6ヵ月齢未満の幼若猫に対する安全

性及び有効性は確認されていないので、6ヵ
月齢未満の幼若猫には投与しないこと。 

 ・ 本剤は体重が2 kg未満の猫に対する安全性
は確認されていないので、体重が2 kg未満
の猫には投与しないこと。 

 ・ 妊娠及び授乳中の猫に対する安全性は確認
されていないため、妊娠及び授乳中の猫に
は投与しないこと。 

 ・ テルミサルタン及びその他の成分に対する
過敏症の猫には、本剤を使用しないこと。 

猫用慢性腎臓病（慢性腎不全）用 
AT1受容体拮抗薬 

要指示医薬品 指定医薬品 
®4 mg/mL経口液猫 

 品名 セミントラ4 mg/mL経口液猫 
 有効成分 テルミサルタン 
 含量 4 mg (本品1 mL中） 



小さじ1杯分ほどの
少量の食餌に内容液
を混ぜる

内容液をふりかけた
食餌を食べ終えたら、
残りの食餌を与える 

（臨床試験成績） 
臨床試験は海外及び国内で同様のプロトコルで
実施した。用法用量に従って180日間本剤又は対
照薬（塩酸ベナゼプリル）を投与し、海外症例
及び国内症例を合わせて190頭（本剤投与群91頭、 
対照薬投与群99頭）について有効性評価を実施
した結果、尿中蛋白質/尿中クレアチニン比
（UP/C）の変化率において本剤投与群の対象薬
投与群に対する非劣性が確認された。また、本
剤投与群のうち、投薬開始時のUP/Cが0.4以上
（蛋白尿に分類される）の症例における投与開
始からのUP/Cの変化を解析した結果、投与開始
から7、30、60、90及び180日後のUP/Cが投与開
始時と比べて有意（p<0.05）に減少した。 
（安全性） 
対象動物安全性試験（慢性毒性） 
32頭の猫について本剤を常用量の5倍量まで、
1日1回、6ヵ月間経口投与した結果、本剤による
と考えられる有害な影響はみられなかった。 

【製品情報お問い合わせ先】 
ベーリンガーインゲルハイム 
アニマルヘルス ジャパン株式会社 
東京都品川区大崎2-1-1 
お客様相談窓口：0120-406-906 

【包装】 
30mL × 1ボトル 

【使用期限】 
外箱・ラベルに記載 

製造販売元 

 
 

 獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、障害若しくは
死亡の発生又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発生に関する事項を知った場合において、 
保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するため必要があると認めるときは、上記【製品情報お問
い合わせ先】に連絡するとともに、農林水産省動物医薬品検査所（http://www.maff.go.jp/nval/iyak-
utou/fukusayo/sousa/index.html）にも報告をお願いします。 

<ボトル及び計量シリンジの使い方> 

【キャップの開け方】 
本品はいたずら防止のため、キャップをそのまま回すと空回りして開けられないような構造にな
っています。以下のようにご使用ください。 
・ 未開封の場合  
  ボトルを片手でしっかりと持つ、もしくは机などの平らな場所に置いて片手でしっかりと支

え、もう一方の手でキャップをボトル側に強く押し込むことで空回りしなくなります。キャッ
プを強く押し込んだまま、キャップを左回りに回し、ねじ切ってはずしてください。 

・ 開封済みの場合  
  同様に、キャップをボトル側に押し込みながら左回りに回してはずしてください。 

❶→❷              の順に、キャップを押し下げたまま
キャップを回して開けてください

❷

❶

キャップの開け方

【使用方法】  
以下の方法に従い、1 日 1 回愛猫に与えてください。 
 ① シリンジをしっかりとボトルの先端部分にねじ込みます。 
 ② 下図のようにシリンジを差し込んだままボトルを逆さまにし、シリンジのピストンをゆっくり

と引いて、愛猫の体重の目盛まで内容液を吸い出してください。シリンジには1 kg単位で8 kg 
まで目盛りが書かれています。なお、8 kgを上回る分については差分を再度シリンジで吸い 
取ってください。  

 ③ 内容液を吸い取った状態で上下を元に戻し、シリンジとボトルをゆっくりと逆方向にねじって
はずしてください。  

 ④ 下図のように愛猫の口に直接シリンジの先を入れ、ピストンをゆっくりと押し込んで内容液を
すべて愛猫に与えるか、少量取り分けた愛猫の食餌の上に内容液をすべてふりかけてください。 
愛猫が内容液をふりかけた食餌を摂取したことを確認した後、残りの食餌を与えてください。 

※投薬後はボトルのキャップをしっかりと閉めてください。ボトル口部に付着した薬液や投与用
シリンジは、使用後、必要に応じて乾いた清潔な紙または布でふき取ってください。 

または 




